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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，日本の子どもの生活空間，特に登下校の空間の子どもの成長に寄
与する役割を，児童の位置情報システムによる行動軌跡の分析から検討した。登校の位置情報を午前6時45分か
ら8時14分までを分析の範囲とし、5分ごとにそこで取得された点の数を学校ごとにカウントした。多くの学校で
は7時50分前後に学校の玄関をあけ、その時刻を目がけて登校する。7時35分から45分までの間に移動のピークが
あった。クラスター分析の結果、１．農村的地域、２．漸移帯、３．大規模校、４．都市型、５．遠距離通学型
となり、多様な通学路上の課題が見られた。その中、２．では友人同士の自由な登下校の様子が位置情報から推
測された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the role of Japanese children's 
living space, especially the space of going to and from school, in contributing to children's 
growth, based on the analysis of children's behavioral trajectories using a location-based 
information system. The scope of the analysis was from 6:45 a.m. to 8:14 a.m. for the location 
information of school arrival, and the number of dots acquired there every 5 minutes was counted for
 each school. Most schools opened their school entrances around 7:50 a.m. and students arrived at 
school with that time in mind; there was a peak in movement between 7:35 and 45 a.m. The number of 
points acquired there every five minutes was counted for each school. Cluster analysis revealed a 
variety of commuting challenges: 1. rural areas, 2. gradual migration zones, 3. large schools, 4. 
urban areas, and 5. long-distance commuting. Among them, in 2., the location information inferred a 
free commute to and from school among friends.

研究分野： 人文地理学

キーワード： 位置情報　登下校　通学路　児童
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在の日本で，児童が自律的に屋外空間で仲間と活動ができる可能性があるのは，登下校時である。登下校の
時間だけは近隣の仲間と空間を共有して利用することができる。登下校の経路だけを示す通学路ではなく，通学
路やその周辺にある空間で，きわめて短時間かもしれないが，児童の多様な活動が見られる空間である。そこに
ある自由に児童が空間と触れ合える可能性の困難さや可能性を空間分析から指摘した点が社会的意義のある研究
といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
子どもが屋外で遊ぶことのできる空間が減少し，習い事や学童保育での活動が屋外遊びの時

間を減少させ，少子化で仲間の数も減少し，「三間（サンマ）」の減少といわれている。時間と場
所を共有しながら仲間と過ごすことが難しくなった（大西，1998）。さらに，子どもの安全を確
保したいという保護者の考えから屋外での自由な遊び活動はかつてよりも抑制されるようにな
った（大西，2007a）。外遊びは，運動能力・体力の養成，人間関係などの社会的能力の発達，知
的能力の発達，情緒の安定など重要な機能を持っている。かつての子どもたちは屋外で自律的に
活動しながら自己を成長させてきた。このような機能の一部には学校教育や放課後のスポーツ
クラブ，学習塾，自然体験教室などで補われているものもあるが，自律的な活動でしか得られな
いものもある。現在の日本で，児童が自律的に屋外空間で仲間と活動ができる可能性があるのは，
登下校時である。登下校の時間だけは近隣の仲間と空間を共有して利用することができる。この
空間を本研究では登下校空間と呼ぶ。登下校の経路だけを示す通学路ではなく，通学路やその周
辺にある空間で，きわめて短時間かもしれないが，児童の多様な活動が見られる空間である。同
じような問題意識から子どもの「道草」に注目した研究が行われてきた。道草は教育や体系化さ
れた活動だけでは得られない成長に寄与する多様な要素を提供する活動であることがこれまで
にも示されてきた（水月，2006）。これまでの登下校時の活動に対する研究では，特定の小集団
の調査・研究が行われてきただけで，一定の規模の児童・生徒の集団に対する調査はほとんど行
われていない。しかしながら，多様な手段で位置情報の取得が可能となり、調査が可能となりつ
つある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，日本の子どもの生活空間，特に登下校の空間の子どもの成長に寄与する役割

を，児童の位置情報システムによる行動軌跡の分析と質問紙やインタビュー，そして通学路安全
活動をする市民の意識調査を用いて明らかにするとともに，成長を支える登下校空間をどのよ
うにすれば構築できるのかを提案することである。 
調査地域は平成 30 年度中に居住地区の 98%で IoT の無線網が構築される富山市を取り上げ，

市内の４つの小学校で調査を行う。平日の児童，生徒の登下校時の活動軌跡を GPS や IoT によ
る位置データから把握する。その結果から①登下校の空間に存在する児童の自律的な学びがど
のような形で存在するのか，②児童の心身に与える影響，③地域環境の差異がどのような登下校
空間の差異を生み出すのか，④登下校の空間はどのように管理され成立しているのか，が明らか
となる。そして①～④を総合して⑤よりよい登下校空間のあり方を提言できる。 
 
３．研究の方法 
（１）データ取得方法 
富山市のスマートシティセンサーネットワークを活用して実施した。対象者(児童)に、位置情

報を発信するセンサーデバイスをランドセルに携行して登下校してもらい、児童の登下校時の
移動経路のデータを収集した。センサーデバイスからは 1 分間隔で GPS 位置情報（緯度・経度）
を送信する。位置情報は市内各所に設置された無線アンテナを経由し、クラウド上に構築された
システムに登録される。 
（２）データの整理手順 
収集されたデータを分析する際、個人情報を利用せずに分析することから、軌跡のデータでは

なく、各児童の１分ごとの緯度経度情報を取得し、それを地理情報システム（GIS）の上で展開
して分析を試みた。ただし、個人情報を配慮し起動してから一定間隔のデータをオミットし、個
人を特定できなくした。ここで得られたデータを利用して児童の登下校空間の特性の把握を試
みた。 
 
４．研究成果 
 2018 年度から 2023 年度までに富山市が実施したこどもを見守る地域連携事業で 66 校の登下
校の位置情報データが得られ、そのデータを本研究にも一部活用した。 
ここでは登校データのみに注目しデータを整理し、分析することとした。午前 6 時 45 分から

8 時 14 分までを分析の範囲とし、5 分ごとにそこで取得された点の数を学校ごとにカウントし
た。6 時 45 分から 6 時 49 分までを 6 時 45 分のデータとする形でカウントした。その点が各学
校の登校時の集団の活動量と考えることができる。多くの学校では 7 時 50 分前後に学校の玄関
を開ける。児童はその時刻を目がけて登校する。移動量のピークの時刻を比較するために図１を
作成した（図１）。これは、6 時 45 分から 8 時 14 分までの点の総計で 5 分ごとに得られた点数
を除して得られた割合に 100 を乗じて得られた数値の時間変化を表したものである。多くの学
校では 7時 35 分から 45 分までの間に児童の移動のピークがくることがわかる。 
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山田小学校 池多小学校 朝日小学校 福沢小学校 音川小学校 上条小学校 老田小学校 上滝小学校 神通碧小学校 樫尾小学校 岩瀬小学校 古沢小学校 小見小学校 水橋中部小学校
寒江小学校 水橋東部小学校 浜黒崎小学校 古里小学校 五福小学校 三郷小学校 四方小学校 西田地方小学校 船峅小学校 大広田小学校 神明小学校 草島小学校 長岡小学校 萩浦小学校

柳町小学校 水橋西部小学校 針原小学校 八幡小学校 桜谷小学校 倉垣小学校 太田小学校 三成小学校 保内小学校 速星小学校 藤ノ木小学校 蜷川小学校 山室中部小学校 呉羽小学校

鵜坂小学校 堀川南小学校 豊田小学校 芝園小学校 広田小学校 大庄小学校 月岡小学校 光陽小学校 神保小学校 奥田小学校 山室小学校 大久保小学校 宮野小学校 熊野小学校

新庄北小学校 中央小学校 八尾小学校 奥田北小学校 杉原小学校 東部小学校 新庄小学校 新保小学校 大沢野小学校 堀川小学校  
図１ 小学校ごとの時間帯別移動量割合（単位：％） 

 

図１の整理では学校区ごとの傾向を判別しづらい。そこで、学校別に集計された時間帯別の移
動量を活用してクラスター分析を行うことで分類を試みた。クラスター分析のデータは移動量
（点の数量）を用い、ウォード法で行なった。その結果、図２のデンドログラムが得られた。こ
のデンドログラムを利用し、登校の移動量の特色から、Ⅰ〜Ⅴのクラスターに分類することが可
能だと判断した。 
 Ⅰは富山市の周辺地域に位置する農村景観の卓越する学校区、ⅡはⅠの内側に位置する農村
景観を含む学校区、Ⅲは市街地と農村景観を併せ持つ傾向にある学校区、Ⅳは児童の居住地がコ
ンパクトにまとまっている、もしくは徒歩通学距離の短い学校区だと考えられる。Ⅴは多様な学
校区が包含されているように見え、さらに登校の時間分布からもわかりやすい説明が難しいグ
ループである。図２の結果を地図にしたものが図３である。 
 小学校区をⅠ〜Ⅴの分類に従って登校の分析を行う。各クラスターに対して図１を分解して
検討を試みた。 
クラスターⅠは農村的な景観の広がる富山市の外縁部に位置する学校区がほとんどである。

登校の活動のピークはまとまって発生しているが、登校の開始時刻が早いグループもあり、登校
は早くから始まる学校、遅くまで続いている学校など登校の時間が長いことがわかる。これは一
人一人の通学時間が長いということではなく、学校の中で多様な時間で登校が行われていると
考えられるものである。外縁部では保護者の通勤の出発時刻が早く、それに合わせて早く登校す
る児童がいること、８時前後に保護者が自動車で送り届けるケースなどもあり、通学時間が広が
っている学校区と言える（図４）。 
 クラスターⅡについては、Ⅰの内側に分布する小学校区である。比較的学校区がコンパクトな
ものが多く、限定された時間帯に登校が集中しているグループだといえる。時間帯は 7時 35 分
にピークを迎える学校区が多いが通学の立ち上がり時間、収束する時刻がⅠと比較して短く、そ
して一定時刻に通学の流動が集中していることを指摘できる。 
 クラスターⅢは大規模校が多い。通学時間がⅡよりも限定的で、7 時 15 分ぐらいから登校が
始まり、7 時 55 分ぐらいまでに終了している。比較的短時間で登校が終わっている。学校区が
それほど大きくないか、児童の居住地がコンパクトにまとまっていること、集団登校により、決
まった時刻での登校が繰り返されること、学校の設定している登校時刻が同じであることなど
が重なり、コンパクトな登校の様子を表すグループとなった。 
 

 



 
図２ クラスター分析で得られたデンドログラム 

 



 
図３ クラスター分析の結果 

 

 クラスターⅣについては、短時間に通学時刻がまとまって現れる学校ではあるが、他のグルー
プと比較して、通学のピークや収束の時刻が遅い学校が分類されている。通学の方法が集団登校
をとっていなかったり、富山市内で見ると富山市中心部の周辺地域にあって、保護者の自家用車
による送りによって登校している児童が一定数いたりすると、登校時刻の立ち上がりが遅くな
り、収束も遅くなるため、そのような学校が分類されたと考えられる。 
 クラスターⅤについては、登校の時間の広がりが長いグループが分類されているように見え
る。通学時間が 7 時 15 分から 7 時 50 分ぐらいにまとまっている学校が分類されているように
見えるが、大沢野小学校はこのようなまとまりには入らない。ただ、35 分間に多くの登校が終
わっているグループと捉えることができるかもしれない。これは学校区の位置が中心や周辺と
いうことだけではなく、学校内のさまざまな活動や家庭の生活の様子などが組み合わされた結
果と言える。 
 地域特性や登校の特性を表すような学校区の分類を行い、富山市の学校区は概ね５種類に分
類できることがわかった。登校時間がまとまっている学校区から、多様な学校区までそれぞれ学
校区の抱える事情からその多様性があわれていることを指摘できる。集中、拡散などの様態を踏
まえた通学路安全に関する取り組みが必要とされるのではないだろうか。 
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立山黒部ジオパークと大学教育との連携－初年次教育と教員免許状更新講習－

GPS軌跡からみる登下校空間の地域差－富山市の14小学校区の事例－
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小学校における防災教育のカリキュラム上の位置づけと留意点

日本の地誌学習の新たな方向性－ 地理教育国際憲章の視点－
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児童の登下校の移動軌跡からみる通学行動の地域差


